
SANO スプリント主催大会 熱中症対策ガイドライン 

 

一般社団法人ＳＡＮＯスプリント  

 

参加を希望する団体・選手は、項目１に示す各事項を遵守くださいますようお願いいたし

ます。  

 

１ 参加選手・チームにおける熱中症リスク管理について  

(1) 参加申込の前に；次の事項にひとつでも該当する選手は、参加について慎重に判断して

ください。  

ア 競技をはじめてから、大会当日が４週間未満である。  

イ 競技をはじめて、初参加もしくは２度目のレースである。  

ウ 活動に一時的なブランク（８週間以上）があり、その後、競技再開から大会当日が４

週間未満である。  

エ 過去１年以内に、熱中症の症状で医療機関に救急搬送されたことがある。  

オ 最近８週間以内に、練習・大会中に熱中症症状により活動を中止し、静養したことが

２回以上ある。  

カ 大会当日まで、暑熱環境下での身体活動あるいは競技練習を合計 10 日間以上行う見

通しがない。 （例：日中は空調の効いた屋内のデスクワークをして過ごす上、日常の

トレーニングを夜間のグラウンドや 空調の効いた室内ジムで実施しており、日射の

強い屋外でトレーニングをする機会がほとんどない、など）  

(2) 申込後、記録会前の１週間内において、次の事項にひとつでも該当する選手は、出場に

ついて慎重に判断してください。  

ア 前の週に比べ、消化器官の不調や食欲不振などにより、体重が３%以上減少している。  

（例： 前の週まで日内平均体重が 60kg だったが、暑さの影響で食事を十分に摂れず、

今週は 58kg となっている。なお、大量の発汗により一時的に体重が減ったなどの場

合は除く。）  

イ １週間以内に睡眠不足の日（平常の平均睡眠時間の５割未満）が２日以上ある。  

（例： 通常、１日の睡眠時間は７時間だが、残業が続いてしまい、大会４日前と大会

前日の２日間は、それぞれ３時間ほどしか寝ていない。）  

(3) 参加にあたり、当日の気象状況を踏まえ、次の準備・対応を講じてください。  

ア 十分な量の水分・電解質（塩分など）の持参（例：猛暑日は 500ml ペットボトルで４

本以上など）  

※ 施設に自販機がありますが、本数に限りがあり、売り切れとなる可能性があります。  

イ 身体を外部冷却するための用具・資材等の持参（冷凍した保冷材や凍らせたペットボ



トル、水分を含ませて凍らせたタオルなど。アを含め、各選手によるクーラーバッグ

などでの持参を推奨します。）  

ウ 日射を回避するための服装・用具の持参（例：帽子・日傘・テントなど）  

エ 身体を内部冷却するためのアイススラリー（※）等の持参  

※ 市販のものをクーラーバッグで持参する。または、「凍らせたスポーツドリンクをミ

キサーにかけたものを３」、「スポーツドリンクを１」の割合で混ぜ、保冷ボトルに

入れて持参する。    

 

２ 主催者による熱中症リスク管理について  

(1) 猛暑日における注意喚起  

ア 競技場内において WBGT（暑さ指数）をモニタリングし、その実測値を定期的にアナ

ウンスする。  

イ 水分摂取や身体冷却を促すためのアナウンスを行う。（必要な水分や道具等は参加者

持参とする。）  

(2) 救急対応  

ア 救護担当として看護師が帯同する（依頼看護師の突発的な事情により、帯同できない

場合もある）。  

イ 発症時、わずかでも意識障害がみられる場合、すみやかに医療機関に救急搬送する。

また、救急車到着までの間、水道水散布法と局所冷却法を併用し、身体外部冷却を行

う。  

(3) 熱中症アラートが発令された場合や、WBGT 実測値が 33℃を超えた場合などの判断と

対応について  

ア 記録会前日または当日朝、佐野市に熱中症アラートが発令された場合においても、

原則として、選手の貴重な競技機会を確保する観点から、記録会を開催する。  

イ 中学生・高校生選手および 65 歳以上のマスターズ選手については、熱中症アラー

トが発令された際、熱中症リスクを回避する目的から自主的に参加をとりやめる場

合、参加料を徴収しない（当日の競技開始前までに届け出ること；一度受付を済ま

せ、参加料を納入した場合については原則として返金しない）。団体・学校単位で「出

場を希望する選手」と「希望しない選手」が分かれた場合、出場選手分のみの参加

料を徴収することとする。  

ウ 前日あるいは当日朝、佐野市に熱中症アラートが発令された場合に加え、当日の 

WBGT 実測値が WBGT35℃を超えるなど例外的な高温多湿となった際には、競技

を中断し、２レース目以降を中止するなどの対応を検討する。適用された場合、一

度納入された参加料は原則として返金しない。  


